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要旨 *洋医学でJTJ いられる、国結'と い う名怖は J)l在の医学用語の中では極めて誤解を 1目き 易し、言

葉である 東洋医学でのいわゆる‘使結'は a 内臓病変ι際し その異常状態を体表ι表現する と巧 え

られる反応点である ζ白ような‘硬結N は !鍛灸の臨床では 録灸刺激を行つ ポイン l として，経

穴(ツポ)と同様もしくはそれ以上Icm~観されている

しかしながら ! その部位の決定は!一般圧は!術者の街頭感党K基く 触診IC より行っている

本研究では，足三里穴付近(下腿前外側) ICおいて削l診iとより弁別された‘便結'と・非使結F との

硬さを数fil化する E と tζ より fl1HJí感'r.tli:よる‘硬粘'の硬さの弁 ~J!J fiEjr.妥当性があるか否かを検索

した

硬さの証I11定は!精度のおい Push-Pull-G auge (ÎnEI!庄司lJ;E器 :1: 2/ JOOO degree) を用いて

行った

その結果 I 指頭感覚Kより触知し得た・硬結'部位の硬さは! ・非硬結'部位の硬さ ι比べ，測定器

を皮脂表面からおし下げた距離が等しい部位 ，，'"一般 ICやや@!く!その距離が 2 -4 皿白部位では l 有

意陀硬いE とが確認された

そして ? ζ のような ・硬結'の存在する位百は 皮膚表面からの距離が B 凹までのところに存在する

ι とが推察された

ζ れらのζ とか ら !鍛灸の臨床で行っている指頭感覚による‘硬結'の硬さの弁別ti~iζは!かなりの

妥当世l のあると とが判明 した

The Objectivity of Fingertip Sensation in Oriental Medicine 

Takahiro HONGO 

ルpαrtment 01 Bιology. Meり i College 0/ Or刷lal Medic絜e 

Summary “ K oh ketsu" 匝!*8 is the Japaoese exp r回sion for stiffne出 in the skin which 
appears a8 a result of illness according to Oriental Medicine. "Kohket.su Poi n出 a re

a180 weJJ-known 8S "Therapeutic St.imulat綷n Poﾎnts" which respond eff叫ively Lo treat 
menl. A “ K ohl四回u Point" 011 the skin is usuaJly harder" than the surrounding areas and 
often appem"s a1 the same place as acupuncture points. The point can lIsually be found 
by feel ing with the fingerlﾎps 

This study investigated the object茁ity of fingertip sensation to find “ Kohketsu 
Points" , and measured their ha rdness , compared to that of “ non- l< ohkeLs u Poin出 US lOg

a Push-Pull-Gaugc 
As a 同sult ， "I<ohketsu Points" at Ashi-sanri 足三里 836 CZ�s瀟li) were found to 

be h8 rder than “ no n-Kohketsll Points" from 1 to 10 mm  deep under thc s urface , except 
at a depth of 2 mm , 3 mrn and 4 rnrn. This difference in ha rdness , according to dep出

was ,'ecognized as significant 
The resu!ts clearly indicated that fingertip sensation was an approp' 出回 method fOl 

the differentiation of "I<ohketsu" and "non-Kohketsu" 

Key Wo rds : 旨ìiJi感覚 Fingel.tip Sensation ，硬結 Kohl日出u
荷重圧測定器 Push-Pull-Gauge 
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l 緒 雪ー

ロ

東洋医学でいう 1 いわゆる、硬結'は lti ilííで

触知した場合，米粒大から街頭大のやや硬いほ抗

として l 皮膚!皮 F組織，筋組織内などに検 11 1 さ

れるもので 1.2 ， 3) 多くの}品合 ， &:1["1のいわゆる

経穴(ツ ポ ) I [一致して l あるいはそれに近接し

て出現すると考えられている川

誠灸臨床家の大部分の者が， ~íJ述のよ うな ・使

結'は，疾患の程度 ・ 部位と ‘限結 w の出現!頗

度 ・ 部位とに密接な関連を有する ζ とを認めてい

る 5 ， 6 ) さらに::J<際の臨床の場では， ‘政結は i

疾患の診断点としての役割lのみならず l その疾辻:

の j古車百点、 と しても用い られている そして ! その

部位 に錨灸刺激を行う ととによ り!関連した疾w

K対して l かなりの治波効果をあげている乙とは

周知の事実である刊

、llE結' は ，織灸臨床のI詰で， ζ のよ うに屯安

視されているにもかかわらず 1 その形態と機能 l

病的反応や治癒促進との関係など，憎めて主張な

課凶が未解決のままであ る

ζのような‘鹿結' の存在を知る H卦り として

は I 主として I 織灸師の指頭感覚1<:必っく触診K

よって行われている そして指頭感党による弁月 ' I

は 1 一般には，術者の倒人若や先入観念の影響を

受けやすいと与えられている しかし，上記の弁

別能の妥当性を論じた研究報告は ほとんどみあ
たらない 8 ， 9 . 10 J 

ζ れらの ζ とから著者は，従来の助によ る弁別

を科学的に調べ。その妥当性を立訓ーするために本

研究を計画した

本研究においては!下腿前外側の足三里穴付近

1<: おいて，触診1<: よ り弁別 された、使結H とリ|一

便結'の部f立の硬さを客観的に数白化して両脊を

比較 し， I冒頭感党 1" よ る‘便結グ の硬さの弁日rl1îË

の妥当性を検索した

次1<: ，上記穴付近の皮11可の硬さに近似 し た硬さ

をもっ Rubber Sheet をnJ い f ・使結 n と比較

しうる硬さのモテソレ実験も試み，‘咽j結'の存在

する位置(&:1百表而からの距離)の推測をお乙なっ

た

日 対象および方法

1 ) 指頭感覚Kより弁別された、硬結' の硬さ

の数昼化についての実験

被検者は， 1 8-23歳までの健康な明治誠灸大学

りj下学生 7 名で， 、硬結'とゴ@結' の力、別は，

触診により行った 街頭感覚による ‘ 記~結 ' と

Vド硬結' の判定は，極めて難しく p 経験を~す

るので，本実験においても 1 前 I nlの報告'"と同僚

に。臨床歴約10年の [!GL~順先生の ζ 協力を得た

制1I定iL flH、た‘硬結'の部位は下腿市外側の

足三里穴付近の、硬配f ! すなわち 腔fl'l-m絃を

撚上 して指の dニる所 m骨粗而の隆起部下際)と

即|骨小頭の下端とを結んだ線上の中聞を [1:1心陀 φ

半径 1 cmの範阻内で触知1 し得た‘硬結'を iJIII定 IL

川いた なお， 、硬結'の定義は明確lとされてい

るとはいえないが，著者は f 圧痛を伴ういわゆる

‘硬結'を実験1<: 用いている

リド硬結'部位は，反対側の足の三盟穴十Ji丘の

部位 11:対称点をとり，そ乙が ， I~Î述のような‘硬

鯖'として触知できない湯合 ， .{i有は 1 その向日位

を‘非硬結'部位として測定1 <:川いた

硬さの測定方法は， tîij 困の報告'"とまった

く同様の方法である すなわち ，測定器は精度

の高い Push-Pull-Gauge [ (出:Ull:圧倒定器 l

土 2 /1000 degree) ，以下 測定器と略す〕 を

111\、た 測定器の先端部は。 測定対象の表illíl<:垂

直 1 <:当たるよつにした梱'I定器は IE慌に I 阻ずつ l

fli大 100阻まで上下 I<:illリl く 測定器の測定点 K接

する先端部の大きさは 2 直径 5 !11mである ζ の大

きさは P 術者が， ‘破結ダをmÐJiIζ よって探索す

る際の 指頭の接触îúíを考慮して決定した

硬さの測定は，測定器の先端部が測定対象の表

而 1<:接した l昨の荷ífl:圧を O とし!その後iEii在 1<:

I 皿ずつl Ommまで測定誌をお し Fげ I mm進むご

とに荷重圧を測定 し た それぞれの箇所における

代表測定値としては i 向重圧が安定したとみられ

る 5 秒後の値を採用した

‘硬結' 日fflf屯とす1:似結'部位の硬さの比較は，

皮l白衰弱からの距離が等しい部位から得られた荷

~Il圧の平均値で比較 した ζ のような測定におい
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ては l 荷屯圧倒定の際の皮膚への影轡を考J.lii: して，

週 1-2 匝l とし 宅温は。 23010 1 "Cとほぼ一定iζ

Lt:こ

2) 

の実験

‘ræ結'の存在する位百の推測についての

使用した材料は。 Rubber Sheet C (以下

R ' S ・ Cと略廿) と Rubber Sh曲も D (以下 I

R ' S ' D と略す)とである R ・ 5 ・ C と R '

S ' Dとは!ともにナイロン製で. Jf3 は 1' 1 総状

大きさは1ü1l'65凹?厚さ呂田である ζ れらの形

態や素材は，前回の報告 '" と同一である 今回

使m した R ' S ' Cの硬さは44 土 0.2 (n ~ 20) 

で R ・ 5 ・ Dの便さは49 土 0.2 (n ~20) であ

る 従って ! 後書 CR 'S'D ) の硬さは前荷

(R .S ' C) の使さに比べやや使い これら

の硬さは ヒ卜 の足三唱穴付近( FJ眼前外側) の

皮膚および皮下組織の硬さ 46010 0 .5 (n ~ 20) 

lζ近似したI買さである ( ただし 上"己のそれぞれ

の磁さは。ゴム硬度計 Asker r を用いて測定

した硬さである )

対照群は . R' S ' Cのみ 6 枚重ねにしたもの

で実験併は. R ・ 5 ・ Dのみ 6 枚 "íl!ねにしたも

のか. R' S ・ C5 枚と R ・ 5 ・ DJ 枚を JTl ~、

乙れらを適当な!順序iL 6 枚重ねあわせたものであ

る 対照鮮と実験群の硬さの制定方法ならびに両

部位の硬さの比較は. fI可述の1)で述べた}j法IC準

じたなお .R ・ 5を 6 枚重ねと し た埋由は 前

回の報告 '0 I で明らかにしたように， R. S を 6

枚重ねて，その厚さを48皿 IC 昔れば R'Sを静

置させるテープノレの硬さの 1 測定値 IC及ぼす影響

を1!1~視できるという埋巾によ っ た

、硬結'の存在する位起については。すでIC.

r7j-く素クリ 7 ランス法による l血流品目判定の鋪灸医

学への応nJ C第 2 報)J 11J で明らかにしたように，

おそらく。皮!白表面からの深 さ4.5- 5 皿のI土下

組織であろうと苫者は身えている 乙れらの ι と

から .R ・ 5をmいての実験において ‘使結'

の存在する!丸町のモテツレとしてぷも適当なものは，

前述の実験併のうち 特 IC ， R'S'Dが上から

2 枚目 ICある場合と， R ・ 5 ・ Dが iこから 3 枚目

にある場合とであると著者は考えている

111 実験結果

J) 指頭感覚により l 弁別された、硬結' の硬

さの数ril化についての実験結果

図 l は，ヒトの足三里穴付近の‘硬結'群と

サド硬結'群の硬さを比較したものである 縦軸

は荷重圧を I 防軸は皮府の表面から測定器をおし

下げた距離を示す 自丸印は、破結. 1洋を， 玉県丸

印は 'JF硬結'群を示す *印は，平均値の廷の

イT意性を示す( n ~ 16) なお，図 I の標準誤差
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群の荷重圧測定値(台古 pく0 .05 )



m副感覚il)客制化

政さは73 土 3. 4で・非使結 . I伴の硬さは630103. 1

である 乙れらの部位での・使容71 N 若干の硬さは

リド硬結'詳のそれに比べ 有志に硬い乙とが明

らかとな っ た

2) 、~結の存在する位置の推測についての実

験結果

図 2 は， R 'S'Cのみ 6 枚 ( 対阻群|士l二重

JL向 J ) と R ・ 5 ・ Dのみ 6 枚(斜線丸印)とにつ

いて t 測定擦をおし Fげた距離が等しい剖\1立か ら

f ~J Gれた が;j L Iì圧の 、ド均値で比較したものである

〔ぷ l の ( 1 )に相吋する〕 縦仙は荷l:1J圧を ?

防軸は R . 5 の表而から iWJ定器をおし下げた距離

28 

(5 ・ E) は小さいため， J習の白丸印または烈)L

印の範凶内にほぼ含まれてい る

悶 I からは次の ζ とが確認された

① 足三塁穴付近から f!J られた、使結'群の位

さは! リド硬結'群のそれに比べ l 測定器をおし

下げた距離が等しい部位では，一般にやや硬い ζ

とカ言わカ当った

@皮肉表而からのその距離が 2 阻の部位では!

‘硬結'群の硬さは20 土 0.6で‘非正~結H 群の飽

きは18土日 7である 3 酬の部位では 1 ・硬紡 '

群の限j さ は41 土1. 4で‘ )1戸 [山結 " 1t下の硬さは 36

土1. 6である 4 四の部位では， 、使結， 1洋の
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を示す凶 2 の標準誤差 (8 ・ E ) は小さいため

図の白二ffi丸印または斜線丸印の範囲内 1<:含まれ

ている (n ~ 15) 

図 2 からは!次の乙とが側、認された

① R • S • Dの硬さは R ・ 5 ・ Cのそれに比

べ，測定泌をおし下げた距離が等しい部位では l

どの部位においても有志ur.硬いことがわかった

② 前回の報告 10llC も示したが，本実験にお

いても!制定恕の有する硬さの弁別能は，非常に

すくれている乙とがわかった

図 3 は，区11 と図 2 を合わせて示したものであ

る すなわち l 白丸印は、ií!E結ダ群を l 黒メL印は

リド硬結'醇を，斜線丸印は R .S.Dのみ 6 枚

重ねを 1 内二重丸印は R ・ 5 ・ cのみ 6 枚重ね

(対岡群)を示す そして，縦州iは荷量圧を ，儲

軸は 7 それぞれの表面から測定結をおし下げた距

離を示す

図 3 からは，次の己とが確認された

① R • S ・ D とR ・ 5 ・ C との硬さの関係は l

ヒ卜の足三笠穴付近から得られた‘líiE結. ii1'と

• .1'使結N 併との硬さの |刻係K近似している

② 特に I 測定器をおし下げた距離が，。皿か

ら 6 阻までの範囲内でτは， R ・ 5 ・ D と R • S • C 

とから得られた硬さの以l係が，ヒ卜の足三虫穴付

近の‘回~~-f"群と 、非硬結'群とから得られた硬

さの関係にほぼ一致する ζ とがわかった

表 l は i タ 71H群 ( R ・ 5 ・ c のみ 6 枚illね)と

実験群とを比絞したものである 表 1 1<:示した数

値は。 R . Sの表 l官から]凹ずつ10凹まで測定器

をおし下げ，それ、仙の箇所から得られたィ可重圧

の平均値と標準誤差 (S. E) を表わす *印は 2

平均噛の 7~~の有意性を示す ( n ~ 15) 表 l の

( II )と( 日1 ) は，足三型穴付近での， ‘硬結'

が存在する皮!日のモデルを示している 表 l の

( II )と ( 111 ) とからは l 次のζ とカ司在認された

( R . S. Dが上から 2 枚目 IL存在する I品合

(表面から 8 四の深さ)では， 測定器をお し下げ

た距離が 2 皿のところで，本測定器により， R. 

S ・ Dの存在を正確に検出できる ζ とが明 らかと

なった

② R ・ s ・ Dが上から 3 枚目に存在する場合

(表而から 16四の採さ) 1<: は，測定器をおし Fげ

た距聞tが 1 0皿のと ζ ろまででは， 日 . S. Dの存

在を正確に検出するととができなかった

W 考 察

医学辞典! 2 . 13. 14 . 15) (C よれば， I 硬~~ーとは。

炎症， 1時 I血等 1<: より。その部分が硬くなる乙と

をいい。結合織線制tr~1 ffi等K 由来する」と記載

されている 方 v 全 円本紙灸学会以鎚研究班

(艇結班)の報告引によれば 「鍛灸の臨床で用

いられているいわゆる、硬結'は 極めて変化し

易い乙とから 組織学的変性(結合総線維の地

殖)を f'l' うものとは4-えにくく，従って!医学辞

!U!12 , 13 ， 14.15) に記d車された磁結とは令く日11のも

のである可能性がおし、」と述べている 卜記の蹴

灸の臨床で用いられている‘硬結'は。鍛灸臨床

家のほとんどの人 1<:疾出の診断点として t古要制さ

れ，またその疾患の治療点としても広くや|川され

ている しかしながら ‘硬結N の形態や性状1<:

関する定義は必ずしも明確であるとはいえない

ζれらの乙とから上記の研究班では I 、使結'は，

米位大から指頭大の硬化した低抗として。皮泊 1

皮下組織 I 筋組織内などで倹出されるものである

とし ‘硬結'研究の第 l 段階として， 、政結'

のなかでも特に圧縮を伴う、硬結' を研究の対象

としてとりあげている'"

本実験に用いた‘硬品1・は f 術者の所見によれ

ば，①指頭感覚で1~ る乙とのできる iJliît' l の進い

が，筋緊張のなかの|浪局された一部仰に認めら

れ，②その部位 1<: は必ず圧痛がある i 乙のよう

な‘使結停である それは， 上記の研究班が研

究の対象としている‘磁結' に一致するもので

ある 乙のような‘磁結'の生 Ell 的特性は，

「水索テリアランス法による血流iii測定の鍬灸

医学への応問(第 2 報)J' りですで 1<: 述べたが山

、硬結'部位は‘非硬結w 部位 lL1tベ ，物質の

集合!離散等が，よりはやくできるような部位

であろうと著者は考えている とれらの ζ とか

ら 東洋医学でいういわゆる、使結'は，医学
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典 12 . 13 , 14 . 15) I己記載された硬結 と は，@を異に

するように推察さ れた

‘硬結'の硬さを数以化するという b! rドJで使用

した本測定器 ( Pu sh -Pu 11 ←Gauge ) は I líI 回の

実験 101 で使間 したものと同ーのものである そ

れは， {三相性の高い・ロードセノレ'を相iFû検出部t

tζmいており その判官主は 最少単位 1 g 。主主大

測定向屯 2 同，精度は土 2 /1000 degree である

(アイコーエンシニア リ ング'裂 Model 7002) 

本測定日日の年IJ点は， Ti~H組織の便 さ K対する弁別

能がJ[iì!I，であるこ と と 7 対照群と 実験lJ:r との硬さ

の比鮫が，それらの表而からの距離が等しい部位

から13 られた荷重圧で比較で、きる乙とである

区J ¥ IC よ れば i 足三 [!J.;\: 付近で触知し 1~}た‘硬

結"併の硬さは 1 サI'IW給'群のそれに比べ ! 皮

的表I而から測定器をおし Fげた距離が 2 -4 皿の

と乙ろで有志に硬い 111 このととは，触知し

得た"Ø!結'の硬さが l 定 111的 11:計測し 1~l る ζ と

を示してい る さらに， 11日間の報告山 地機穴

付近で触知し得た 、硬仙' の硬さ は ! 、』一政結'

君干のそれに比べ?皮li"J表 1mから測定器をおし下げ

た~I~縦が， 2-5 醐のと ζ ろと 8 - \ 0酬のと己

ろでnむに硬い とを J7 え合わせれば1 本担IJ定器

は， I土門表面からDlII定釈をおし下げた~ê lfl!~が 2 -

4 mmのと乙 るで ! 指lii1感3ひとより触知 L 1~Jた‘硬

結'を検出しているように推察される

図 3 は ヒトの足三里穴付近の皮11守の倣さと，

今回i史JTJ したR ・ 5の硬さとを示している 今回

使m した日・ 8 -0 と R -8 -C と の硬さの関係

は， 1二犯の足三里穴付近の ‘ ræ結 . I洋とリド硬

結'併との硬さの関係11:近似していた この乙と

は，今回使用 したR - 8が，ヒトの足三型穴付近

の皮的のモテコレとして好ましい材料の l つである

と考えられる特\C ， iJllI定慌をお し下げた距離が 1

0-6 川までの組問内では R ・ 5 ・ Dの硬さは

‘磁結グ併の硬さに， R -S ・ c の硬さは‘非硬

結" n干の硬さにほぼ一致していた 121 

ζのようなR ・ 5 ・ Dをいわゆる・硬結'とみ

な L ， それの存在するも!f:íüを明らかにしたものが，

表 l の( II ) と( 田)とである 表 l の( 日 )で

明らかなよ う \C ，相11定*iをおし下げた距離が 2 皿

のと ζ ろで I 本測定r，~は，表面か ら 8 皿のi'fiiさに

存在する ‘硬結. (H ・ 8 -D) を正確に検出で

きる乙とが明らかとなっ Tこ 131 

以上の ζ と ((1) ， 121 , (3)) を総合すれば ， 指頭

で触知し得た ‘硬結' は I かなり客観的に把握し

13るものであるととが舷認された I すなわち I 指

頭感覚による‘硬結' の硬さの弁別fiËは， 般に

は，助\cよるものと考えられているがi 今回の実

験から，それはかなりの妥当性のある ζ とが判明

した そして l 足三官穴付近で触知し得たいわゆ

る‘硬結'は，表砺からの距離が 8 凹までのと乙

ろK存在するととが出察された

V 結論

足三塁穴付近で触知し得た、硬結R の硬さは，

定品的 11:計測し得る乙とが明らかになった

おしつけ荷重圧測定によれば， ‘使結'の硬さ

はつド硬結'の硬さに比べ ， 皮!出表I(日から詰{IJ定器

をおし下げた距離が 2- 4 皿の部位で有:tt: K硬い

乙とが佐認された また?乙のような、硬結'は，

l土門友商からの距離が 8 阻までのと乙ろ\1:存在す

る乙とが推察された

以上 1 本実験によって， 般的 \1:臨床で行なっ

ている指頭感覚による‘硬結'の硬さの弁別能K

は，かなりの妥当制と綜観性のある乙とが判明し

Tこ
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